
福野地域まちづくり検討会議 会議録 

件 名 福野地域 第１０回まちづくり検討会議 

日 時 平成３０年 １０月１日（月） 場 所 福野庁舎 ２階 講堂 

出席者 
〔検 討 会 議 委 員〕９名 

〔ファシリテーター〕谷内博史、能登貴史 

内容 

分科会方式で３テーマについて検討協議後、全体で意見交換 

・駅周辺、空き家、空き店舗、未利用地 

・複合交流施設 

・人口流出を食い止める 

詳細 【確認事項】 

・市議会の庁舎統合検討特別委員会で｢市庁舎の位置を変更する条例(案)｣が継続審査へ 

→庁舎統合の方向性が不透明なため、庁舎機能が移動した想定での｢まちづくり｣について検討要請 

｢福光地域にも庁舎が無くなった場合の検討を要請し公平性を担保してほしい｣との意見あり 

・今回と次回程度で議論を取りまとめていきたい 

【テーマ別に協議検討】 

◎駅周辺、空き家、空き店舗、未利用地   【３名】 

・高校生や若者の意見を反映させたい 

 →人口流出を食い止めるグループ実施のアンケートでの意見を聞きたい 

・ファブリカ跡地 ･･･ 理想とする福野のまち 

 小児科 ＋ 芝生広場(遊び場) ＋ 住宅街 

・空き家リノベーション → 市が賃貸？ 

・福野環状道路の完成 

・庁舎なくなったら ･･･ 必要な建物(機能)を庁舎跡にまとめられる 

 公民館機能、学童や若者が集う場所に 

◎人口流出を食い止める   【４名】 

・福野高校生(210 名)にアンケートを実施（10/5 回収、次回までに結果取りまとめ） 

 人口の流出を食い止める → 次世代の意見を汲み取る 

 高校生が集い発信できること → 提言にまとめる 

◎複合交流施設   【２名】 

［持続可能な運営方式、運営組織の設立を検討］ 

・民間テナント収益、自然エネルギー活用、利用者収入 

 地域で NPO を設立して運営する 

PPP(ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ:公民連携)や PFI(ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ･ﾌｧｲﾅﾝｽ･ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ:民間資金等の活用

による公共施設等の整備等の促進)の手法など  

【意見交換】 

・協議内容がぼやけていないか？ 

 これからのやり方 ＜ これからのあり方

 重点性を持たせる ･･･ 駅周辺 ← 学生が集まる？ 待ち合わせスペース・勉強スペース 

・空き家や空き店舗など ･･･ これらを「点→線→面 」につなぐストーリー 落とし所は？ 

・卒業後も市外に行かず､福野・南砺に暮らしてもらえるようにするためには？ 

 平日の放課後に立ち寄るところ（どんなものがあればいい？） 

 まちなかのイメージ 

 休日の過ごし方、休日に行きたいところ 

・アンケートは､まちづくりについて考えるきっかけとして 

⇒質問の内容や結果よりも「プロセスへの関与」に意義がある 

☆大人の頑張りを見せる、示す 

・学生とともに地域課題を解決していく取り組み 

・福野への定住居住意向調査 → 福野地域内企業の従業員を対象にアンケートを実施 

（結果を反映させたいが集計は年明けになる予定･･･） 

・南砺市の最北に位置するエリアとして人口流出を止めるもっと具体的な方策 

・次回(11 月 5 日)までに南砺福野高校生徒対象アンケートの集計結果を委員各位へ事前に送付し､これ

を元に議論をすすめる 

備考 

課題・宿題・ 

今後の対応等

【次回以降】 

第 11 回：11 月 5 日(月)午後 7時～、第 12回：11 月 19 日(月)午後 7時～ いずれも福野庁舎講堂で

第 13 回：11 月 26 日(月)午後 7時～ 福野体育館会議室 地域審議会委員を含む地域別意見交換会 


